
【県内分散型体験・交流行事】 
●内容 

 ジュニア・サミットにおける討議日程終了後、ジュニア・サ
ミット参加者の皆さんが、県内４コースに分散して各地を
訪れ、三重の美しい自然や豊かな伝統・文化などを体験・
体感するとともに、県内高校生をはじめ県民との交流を深
めます。 
●実施予定日 
 平成２８年４月２５日（月） 
●訪問先 
 Aコース 御在所ロープウエイ（菰野町）、 
       鈴鹿サーキット（鈴鹿市）、 関宿（亀山市） 
 Bコース 深野だんだん田（松阪市）、まごの店（多気町）、 
       一身田寺内町 専修寺（津市） 
 Cコース 伊賀流忍者博物館（伊賀市）、 
       赤目四十八滝（名張市） 
 Dコース 伊勢神宮（伊勢市）、 
       いつきのみや歴史体験館（明和町） 

◎４月２２日から桑名市を主会場として開催される「２０１６年ジュニア・サミットin三重」に日本代表として参
加する高校生４名が決定しました。 
 ２月２７日（土）、ジュニア・サミット参加に向けての抱負を表明するため、三重県知事を表敬訪問します。 
 
 稲葉 陽樹（いなば はるき） さん 
   三重県立津高等学校２年生 津市在住  
 加藤 杏弥（かとう あみ） さん 
  三重県立川越高等学校２年生 四日市市在住 
 上堀内 陸王（かみほりうち りくおう） さん 
  私立東海高等学校（愛知県）１年生 桑名市在住 
 藤山 春衣（ふじやま はるい） さん 
  三重県立四日市高等学校２年生 四日市市在住 
 
  
 また、討議に資する視察及び県内分散型の体験・交流行事の訪問先が外務省により決定されました。 
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【討議に資する視察】 
●内容 

 討議テーマである「次世代につなぐ地球
～環境と持続可能な社会」に基づき、環境
保全と経済成長を両立し、健全な環境を次
世代に継承し、持続的な発展をする方策に
ついて議論するため、三重県ならではの討
議テーマに関する視察を行います。 
●実施予定日 
 平成２８年４月２３日（土）午後 
●視察先 
 ・赤須賀漁業協同組合（桑名市） 
 ・四日市公害と環境未来館（四日市市） 
 ・NTN（株）先端技術研究所（桑名市） 
※なお、視察後、主会場となる桑名市から 
 提案した交流行事（なばなの里での交流） 
 が予定されています。 

◎平井堅さんを伊勢志摩サミット公認サポーターに任命しました。 

 三重県は、三重県名張市出身の平井堅さんを「伊勢志摩サミッ
ト公認サポーター」に任命し、２月１９日（金）に日本記者クラブに
て任命式を行いました。併せて、平井さんに伊勢志摩サミット応援
ソングを製作いただくこととなりました。平井さんの今後のご活躍
をご期待ください。 
  

       上堀内さん 藤山さん 稲葉さん 加藤さん 



  

 ２月１４日（日）、志摩市の阿児ふるさと公園芝生広
場において、伊勢志摩サミット「おもてなし大作戦」キッ
クオフイベントを開催し、約７００名の方にご参加いた
だきました。みえの国観光大使である元バドミントン選
手で三重県川越町出身の小椋久美子さんに「おもて
なし大使」として就任いただいた後、知事の音頭で力
強いキックオフ宣言を行い、開催までの１００日間での
清掃や花によるおもてなし活動への参加を呼び掛け
ました。 

 これから一人でも多くの方に「花いっぱい作戦」に参
加していただけるよう、まず、県民の皆さんが花に親し
んでいただく機会として、４月上旬には花の寄せ植え
講座を県内各地で開催することとしています。 

★三重ウィークin日本橋 
 ２月１１日（木）～２２日（月）に開催。 
★伊勢志摩サミット開催１００日前記念 三重県フェアin二子玉川ライズ 
 東海３県１市が連携した取組として２月１３日（土）、１４日（日）に 
ブースを出展。 
★JR名古屋駅カウントダウンボード除幕式 
 伊勢志摩サミット東海会議により２月１６日（火）に実施。 
★JR東京駅カウントダウンボード設置 
 ２月２０日（土）に日本橋口改札外に設置。 

◎伊勢志摩サミット開催１００日前ウィークイベントを実施しました。 

★ASEAN環境フォーラムin三重  
 ASEAN各国から駐日大使等をお迎えし、２月１２日（金）に「ASEAN環
境フォーラムin三重」を開催しました。ASEAN各国からは、日本の環境

技術に対する期待や、経済成長に環境の視点を取り入れることの重要
性等が示され、知事からは、ICETTや県内企業の技術を生かして同地

域の経済成長と環境の両立に貢献していきたい旨の総括がなされまし
た。また、宇宙飛行士、日本科学未来館館長である毛利衛さんによる
環境講演会も行われました。 
 
★海外メディアによるプレスツアー 

 三重県の魅力を海外に発信し、三重県の知名度向上につなげるため、
２月１７日（水）、１８日（木）に県民会議主催の第２回プレスツアーを実
施し、速水林業（紀北町）、三重県立熊野古道センター（尾鷲市）、松本
峠（熊野市）、花の窟神社（熊野市）、ビジョン早田実行委員会（尾鷲
市）、尾鷲物産株式会社（尾鷲市）、株式会社ディーグリーン（紀北町）
を取材いただきました。 

 また、海外の富裕層に三重県の誇る食や文化等を発信することで、
来訪者の増加や県産品の販売増加につなげるため、２月１５日（月）～
１９日（金）にフランスの著名なシェフであるシリル・リニャック氏を三重
県に招き、三重県の食材、文化等を視察していただきました。また、併
せてフランスのメディアを招へいし、その様子を取材いただきました。 

 「クリーンアップ作戦」は、各地域、自治会、職場などで様々な取組が行われます。 

 「おもてなし大作戦」は、サミット開催まで進めていきますので、皆様におかれましても、各活動への積極
的なご参加をよろしくお願いいたします。 

伊勢志摩サミット「おもてなし大作戦」キックオフイベント（H28.2.14）
（於：志摩市阿児ふるさと公園芝生広場） 

ASEAN環境フォーラムin三重（H28.2.12） 
（於：四日市都ホテル） 

県民会議主催第２回プレスツアー（H28.2.17） 
（於：松本峠） 

著名シェフ招へいプレスツアー（H28.2.18） 
（於：三重県立相可高等学校） 

★伊勢志摩サミット「おもてなし大作戦」キックオフイベント 



  

会議スケジュール 

◎伊勢志摩サミットの開催に向けて皆様から温かいご支援、ご協力をいただいております。 

 ２月２４日時点で、協賛９１件、応援５９９件、寄附８３８件４４９，２４３，２０８円（うちクラウドファンディング
１８２件５４３，４２０円）の申込があり、広く皆様からご支援、ご協力をいただいているところです。 
（協賛・応援・寄附について） 
http://mie.summit-net.jp/contents/7-1_post.html 

【発行元】伊勢志摩サミット三重県民会議事務局 総務課 
          電 話 ０５９－２５３－５４９２   ＦＡＸ ０５９－２５３－５４９８ 
          メール summit@pref.mie.jp 

◆伊勢志摩サミット三重県民会議 
２月 ２日 第６回企画運営部会、事業推進部会 
２月１７日 第４回役員会 
３月２９日 第３回総会 

 三重県では、世界最大の旅行口コミ情報サイトであるTripAdvisorと

連携し、外国人旅行者に対する三重県の認知度・満足度向上を目
指すプロジェクト「三重県×TripAdvisor 外国人おもてなしプロジェク
ト」を実施しています。TripAdvisorにより多くの「口コミ」を集めること
が重要なポイントで、日本語による口コミも世界28言語に翻訳され外
国人が見ることができます。 

 ぜひ、皆様の口コミによる「お国自慢」でサミット開催機運を盛り上
げ、三重県へのインバウンド増加に繋げていただければ幸いです。 
 以下URLからお手軽に口コミ投稿できます。 
http://tg.tripadvisor.jp/mie/index.html 

◎４月・５月の伊勢志摩方面への旅行について 
   
  伊勢志摩地域の宿泊施設の状況については、GW期間中までは、宿泊予約センターがサミット関係者 
 用に確保している客室もそれほど多くなく、センターの確保分以外は各宿泊施設が通常通りの営業を 
 行っており、GW明けも開催が近づくまでは一般観光客の利用について特別な制限は有りません。 しか 
 しながら、４月・５月の伊勢志摩方面への旅行について、「宿が取れないのではないか」などの風評が一 
 部で有ることから、県民会議としても三重県雇用経済部観光局と連携し、旅行代理店や観光客への適時 
 的確な情報提供に取り組むことにより、正確な理解の促進と誘客に努めています。皆様におかれまして 
 も、正確な情報の提供にご協力いただきますようよろしくお願いいたします。 

◆三重県伊勢志摩サミット推進本部 
１月２７日 第９回推進本部会議 
２月１７日 第１０回推進本部会議 

♪♪♪♪♪伊勢志摩サミット三重県民会議のHPをリニューアルしました。 
         新しいHPのアドレスはこちらです。  http://mie.summit-net.jp/ ♪♪♪♪♪ 

◎口コミによる「お国自慢」でサミット開催機運盛り上げにご協力をお願いします。 

（クラウドファンディングについて） 
http://japangiving.jp/p/3555※２月２９日２３時まで 
 

対象メディア 件数 広告換算値 

新聞 １，４２５ 約５０億円 

雑誌 ２８ 約１億円 

テレビ ４８２ 約２３０億円 

インターネット ２１，４２５ 約１５９億円 

合   計 約４４０億円 

◎伊勢志摩サミットに係るパブリシティ効果の
中間試算結果を発表しました。 

 サミット開催決定後の国内メディアの紙面掲
載件数や放映時間数等を、広告料金やCM料
金等に換算し測定しました。 

 なお、サミット終了後、再試算したものを発表
する予定です。 
調査対象期間：平成２７年６月１日から 
          平成２８年１月３１日まで 
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